
 

  

例会記録  

会員総数   57名 出席会員数 28名 

ゲスト      1名  ビジター   2名 

その他       0名 海外ﾋﾞｼﾞﾀｰ  0名 

事務局      2 名 
 

 

 

ニコニコボックス  

結婚記念日：山田会員（5/11） 

ﾊﾟｰﾄﾅｰ誕生日：秋山会員（5/6） 

誕生日祝い：内田会員（5/10） 

        細谷会員（5/19） 

        鈴木会員（5/20） 

凪会員：誕生日、東京 JCの先輩がお二人 

MUで来てくださいました。 

齊藤会員：本日の理事会宜しくお願いします。 

 

 

 

次回予告  

第31回例会 2023、5，22（＃2378） 

 会場：舞の間 

例会ホスト・紹介係   須藤会員     

    受付係  乳井会員  内田会員 

司会者  地引会員 

ソングリーダー  山田会員 

  

卓話「地区補助金委員会の 

役割と活動状況」 
    地区補助金委員長 榎本 孝之氏 

（東京練馬西 RC） 

紹介者 吉田会員 

 

  

会長報告 

1）久し振りの例会です。 皆様には、制限の無いGWを楽しまれた事と存じます。 

2）今月の、青少年月間に因んで地区からROTEXの久保田さんに本日はお越しいただき、ROTEX目線での青少年交換 

事業についてお話ししていただきます。 

3）あっというまに今期も残すところ 2 カ月です。 ラストスパートでがんばりますので、みなさまにもご協力をよろしくお願い 

いたします。 

幹事報告 

1） 御案内のとおり、引継ぎも含め、新旧合同でクラブ協議会を22日に維新號にて開催いたします。 今期、来期の各 

委員長はかならずご出席下さい。 

2）例会終了後に、定例会理事会をおこないます。5月６月は、来期の理事もご出席下さい。 

3）6月１８日の交換学生報告会にご参加ください。 登録のみの受付もしておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

  本日の例会プログラム 

第 30回例会 2023.5.15（＃2377）      舞の間 

例会ホスト・紹介係   保科君 

受付係     林野君     守屋君 

司会者  地引君  ｿﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ 山田君 

 

卓話 「決断のヒント」 
 信金中央金庫副理事長 中原 広氏 

紹介者 飯嶋会員 
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東京麹町ロータリークラブ    

 前回の報告 

第 29回例会 2023.5.8（＃2376）      舞の間 

例会ホスト・紹介係   秋山君 

受付係     鈴木君     内田君 

司会者  地引君  ｿﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ 山田君 

 

卓話 「ROTEXから見た青少年交換」 
 地区青少年交換ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ROTEX 久保田 京花氏 

紹介者 木寅会員 
  

 

 
 

 

 
 

   2022〜23 年度年度 

国際ﾛｰﾀﾘｰ会長    Jennifer E.Jones 

 

 

5月 24日（水）12：30～ ＠帝国ホテル 

 千代田 6 クラブ合同例会開催 

 5月 29日の例会はございません。 



 
 

  
 

 

 

子どもの未来のために「子どもと家庭の支援を！」 

木ノ本芳子氏（4/10卓話 藤田会員紹介） 
 
 

 

弊社は「子どもの未来

のために今できることを

考える！」という理念を掲

げ、子育て中の女性を支

援したいと「お子さまの一

時預かり」を主な事業とし

て 2014年のまだまだひよ

っこの会社です。 

幼稚園や保育園、託児所

でのお預かりをではなく 

託児を必要とする企業と

協働する形を取っており

ます。 

 

たとえば、商業施設の中でのお預かりやマンションのキッ

ズルームでのお預かり。イベント会場やセミナールーム、リ

モートワーク中のパパママのためのお預かりなどです。 

現在、不動産関係から医療関係まで幅広い企業で託児を取

り入れていただいています。スタッフは関東、関西合わせて

100名ほどで稼働しております。 

 

弊社の強みは「泣かせない託児」です。 

 

子どもは泣くものというのもう古いんですね。私の子育て

時代は親からそう言われました。今は泣かせているとご近所

から通報されてしまいますからね（笑） 

しかし、子どもの心を一番に考えることで子どもたちは泣か

ずに親を待っていることができます。弊社はこの「子どもの

心を一番に考えること」を取り入れています。 

保育に関する事業は年々増えています。しかし、「安全に

預かる」ということだけに焦点があたっていて子どもの心を

考えることが二の次になっているんじゃないでしょうか。 

言うまでもなく、安全にお預かりすることは忘れてはいけな

いことです。しかし、それだけでなくもっと柔軟な保育姿勢が

必要になってきています。 

子どもを預かるエキスパートといえば保育士さん。 

この保育士さんは国家資格なのでそれだけに頼っている面

があります。もちろん立派にその役目を果たされています。 

しかし、学んだことも経験も意外とマチマチで考え方が大きく

違うことがあります。たとえば、子どもが泣くことも「子どもの

仕事なんだから泣かせておけばいい」という考え方を持って

いる方もいますが弊社はこの考え方ではお預かりしていま

せん。 

毎日通う保育園なら泣く日もあれば笑う日もある 

1年またはそれ以上そのお子さんを見ることができます。 

しかし、一時預かりはほんの数時間そのお子さんと関わる

一期一会の関係です。 

 

 

 

 

数時間でも嫌な思いをさせてしまうと家に帰ってから不安に

なってママから離れなくなったり、二度と一時預かりには行き

たくないとなったりします。これでは何のためのお預かりかわ

かりません。ですから、弊社は泣かせない託児をめざし、そ

のためのマニュアルもあります。 

これに基づいた研修も随時おこないますのでスタッフが全

員同じことを思いお子さまに接している。声がけや関わり方

が統一されています。どんな声掛けをしてるかと申しますと 

お子さまをお預かりした直後、お子さんは当たり前ですがギ

ャン泣きです。ぎゃんぎゃん泣きます。 

その時皆さんでしたらどんな言葉を掛けられるでしょうか？ 

よくあるのが「ママはすぐ帰ってくるからね。ここで一緒に遊

んでようね」という言葉がけです。 

これはいけません。 

子どものすぐは今すぐです。お子さんはすぐ帰ってこないマ

マを思い余計に不安になって泣き続けます。 

最初にかける言葉は「ママは今お買い物に行ってるから、僕

がここで待っててくれたらママとっても喜ぶよ」と伝えます。 

これはお子さまの心理に触れた言葉掛けとなります。 

幼い子どもは何か「親の役に立ちたい」と思っています。 

そこをうまく引き出してあげると頑張る気持ちが湧いてきま

す。 

そして弊社は魔法のアイテムを使っています。 

それは木のおもちゃです。弊社のおもちゃは木のおもちゃば

かりで、珍しいものもたくさんあります。子どもたちは、ギャン

泣きしながら横目でそのおもちゃを見ています。好奇心がく

すぐられるんですね。 

親の役に立ちたいという思いと好奇心を引き出すことで子

どもを泣きやませるということなんです。あー、企業秘密しゃ

べっちゃいましたね～（笑）そしてこの状態でお預かりをする

とパパママがお迎えに来られた時には「僕、ここでちゃんと

待ってたよ」と自慢げな顔で出迎えます。するとパパママは

預けたことに後ろめたさを感じることなく「ありがとう」という言

葉を返します。 

小さなことですが、この親子の関係の積み重ねが子ども

の未来を大きく変えていきます。親の役に立ちたいという思

いは、やがて人の役に立ちたい子どもになっていくのです。 

それは、子どもにとっても親にとっても健やかな子どもの成

長と家庭の安定につながると考えております。 

ちょっと興味を持っていただけましたでしょうか？ 

現場の経験者に敬意を示しながらも、そのスキルを十分に

生かしてもらう場をしっかり整えることでその価値が上がりま

す。 

私は保育士の経験はありません。 

前職は小中学校のスクールカウンセラーをしておりました。 

持っているスキルは人の心を整え、よりよい方へ導くことで

す。 
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そのスキルと保育士さんが持つスキルを合わせたのが弊社

のサービスです。 

スクールカウンセラーとして在職中 5000組近くのお子さん

と関わってきましたが、その多くのお子さまの悩みは親子の

関係から発生するものがほとんどでした。親御さんが悪いわ

けではありません。子どもと言えども一人の人格ですから 

歯車がかみ合わないこともあります。しかし、合わないから

放っておくのはではよくありません。自我が目覚めてからで

はこの関係を改善するのはなかなか難しい。3 歳ぐらいまで

の親子に伴走する形で支援ができればと今の会社を立ち上

げました。 

さて、4月 1日こども家庭庁が発足しました。皆さまご存知

でしょうか。こども家庭庁は、従来内閣府や厚生労働省が担

っていた事務の一元化を目的に設立された内閣府の外局と

いう位置づけで発足しました。背景には次のような問題があ

ります。 

 

・深刻な少子化   

・コロナで増えた虐待  

・貧困問題  

・子どもが持つ低い幸福度  

・親が考える子育て負担  

 

これらの打開策として 3 つのことを中心に計画されていま

す。 

1 若い世代が結婚、出産、子育てに夢や希望を見出せる

取組みをする。 

2 すべての子どもが自分らしく生きていけるような環境を

作る。 

3 困難を抱える子どもや家庭への継続的な支援をする。 

 

これらのことを真剣にやっていこうよと創設されたのがこども

家庭庁です。具体的にどんな状況でどんなことができるの

か。若い世代が結婚や子育てに夢を持つことが出来ていな

い現状です。皆さまの周りにいらっしゃる若い世代の現状は

どうでしょうか。うちも娘家族が共働きです。孫も一人います

が、なかなか厳しそうです。仕事と子育ての両立が上手くい

かず、よく夫婦喧嘩しています。夜中に仲裁にいったこともあ

ります。 

よくよく聞いてみると休みなんだからごはんくらい作ってく

れてもいいじゃないという娘の反乱。どっちかが休みの時は

外食かお弁当とかでいいじゃないとあきれて帰ってきました

けどね。これぐらい大したことでもないのケンカになってしま

うほど余裕なく暮らしているということです。 

このように最近は共働きのご家庭は夫婦二人で協力して

仕事と子育てを両立しようとされていますが、二人では限界

があります。 

ご飯をどっちが作るなんてことはまだ序の口です。 

睡眠を妨げる子どもの夜泣き。寝不足状態での仕事は辛い

ですよね。ノイローゼになってしまう事例もたくさんあります。 

保育園の送り迎えは交代制、少しでもお迎えが遅れると保

育園から嫌味を言われ早く帰りたいと上司に言うと「おまえ、

仕事舐めてんのか」と怒鳴られる。 

皆さまの会社ではそんなことないとは思いますが実際に

SNS ではこんな投稿があちらこちらでみられます。これらの

ことを改善・軽減して若い世代が子どもを産み育てることに

価値を感じる社会にしていかなければなりません。 

この問題には弊社も少なからず関りがあります。 

弊社のお預かりするお子さまは 1 歳～3 歳ぐらいまで。未就

園児と言われるお子さんたちです。 

保育園にお子さまを預けて会社勤めをされているママさんで

はなく専業ママさんからお預かりすることが多いんですね。 

キャリアを一時中断して子育てをしている方、または育休中

の方。この方たちの息抜きに使っていただいています。 

子育て中の女性の約半数はノイローゼになりかけたとい

います。また産後1年以内に亡くなる方の原因はガンやその

他の病気よりも自殺が多いのです。これは本当に残念でな

りません。子どもを産んでさあこれからたくさんの幸せなこと

がまっているのに、自ら命を絶つなんて。 

ど んな策が取られるのか、弊社にも大きな関りがあります

ので注目しているところです。 

 

2つ目のすべての子どもたちが自分らしく生きていける環境 

「児童相談所での児童虐待相談対応数」によると、2021 年

の児童虐待相談対応数は 20 万 7,660 件にのぼり、過去最

多になっています。 

子どもの虐待は、どこの家庭にも起こり得ます。家族間の

ストレス、住居や経済的な問題、親子の孤立など、さまざま

なことが虐待の引き金になります。子育てをする中で生じる

不安や寂しさといった感情は、けっして特別なものではあり

ません。私もやはり子どもを産んだ直後は、その環境の変化

についていけずどうして子どもなんか産んだんだろうと思っ

たこともあります。幸い、子どもに危害を加えることはありま

せんでしたが一歩間違えば、虐待をしていたかも知れない

精神状態に陥ったこともあります。 

虐待は絶対にやってはいけないことですが、親自身の背

景ももっと考慮して支援することも大切だと思います。 

親自身が悩み、やめたいと望んでいる場合も多いのです。

虐待をする親と子どもには、周囲の温かい支えと適切な支

援が必要です。孤立は虐待を悪化させます。 

 

そして 3 つ目の困難を抱える子どもや家庭への継続的な

支援 2019 年の「国民生活基礎調査」によると子どもの 7 人

に 1 人は貧困状態と発表されています。また、困難を抱える

子どもにはヤングケアラーという子どもたちも含まれていま

す。ヤングケアラーとは病気や障がいのある家族・親族の介

護・面倒に非常に忙しくて、本来受けるべき教育を受けられ

なかったり、同世代との人間関係を満足に構築出来なかっ

たりする子どもたちです。 

去年 1 月に報道された埼玉県下中学生が小学校 5 年生の

時から学校に行かず、幼い子どもたちの面倒を見ていたと

いう事件は記憶に新しいところです。 

この男子中学生は何者かに殺害されたのですが、殺害され

たこともさることながら、亡くなる前の 5 年間、学校に行かず



 

 

病弱な母親と幼い兄弟たちの面倒をみていた健気な少年の

日々に涙しました。 

どうしてもっと周りが手を差し伸べることができなかったのか 

周りの大人はどんな思いでこの子をみていたのか…残念で

なりません。 

死に至る事件にならないと私たちの目や耳に入ってはき

ませんが、多くのヤングケアラーが日本に存在することは確

かです。その支援を国や自治体が行う仕組みがうまく機能

することを強く願っています。 

私たちの未来を支えてくれるのは子どもたちです。 

そしてその子たちの未来への道筋を作るのは私たち大人で

す。 

子どもたちは大人の敷いた道をたどり、そしてやがて自分た

ちの未来を創っていくでしょう。その最初の一歩を作れる大

人、作れる会社でありたいと思います。 

大きなことでなくてもいい、自分ができる範囲のことをひとつ

ずつ。 

今後も弊社は「子どもの成長と家庭の安定を支援する会社」

でありたいと考えております。 

 

ご清聴ありがとうございました。 

 
 

2023～24年度 RI 会長 
 

 

ゴードン ・R.  

マッキナリー 

South QueensferryRC 

 

スコットランド、ウェストロージアン 

口腔外科の大学院学位を取得。2016年までエディンバラで

自身の歯科医院を経営。英国小児歯科学協会のスコットラ

ンド東部支部会長を務めたほか、さまざまな教育的役職を

歴任。また、長老会のリーダー、クイーンズフェリー教区会衆

派教会理事会の会長、スコットランド国教会総会のコミッショ

ナーも務めた。 

1984年、26歳でロータリーに入会。South Queensferry（サ

ウス・クイーンズフェリー）ロータリークラブに所属し、グレート

ブリテンおよびアイルランドの国際ロータリー（RIBI）の会長と

副会長、RIの理事と委員会メンバー（2022年ヒューストン国

際大会委員会アドバイザー、運営審査委員長など）を務め

た。新しいロータリークラブやグループを築くために会員と協

力できるのを楽しみにしており、「私のビジョンは、ロータリー

の仲間になりたいと思うすべての人、世界でよいことをした

いと願うすべての人が、それぞれに合った方法でどこででも

参加できるロータリーとなること」と話す。 

英国を拠点とする非営利団体「ホープ・アンド・ホーム・フォ

ー・チルドレン」の後援者であり、同団体と RIBI とのパートナ

ーシップを先導して、ルワンダ大虐殺によって孤児となった

子どもたちを支援。開発途上国の人びとや家族、ビジネスに

持続可能な人道支援を提供する Grantham Kestevenロータ

リークラブ（英国リンカンシャー）のイニシアチブ「Trade-Aid」

も後援しているほか、国立の精神保健機関である Bipolar 

UKのアンバサダーを務めている。    

趣味はラグビー、グルメとワイン、スコットランドの伝統的な

杖づくり。 
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東京麹町ロータリークラブ 
 設   立 1968 年 6 月 17 日 〒102-0093 

 例 会 日 月曜日 12：30 千代田区平河町 1-3-8 

 例 会 場 ホテル･ニューオータニ       平河町プラザ 204 号 

  TEL:03-3263-9220       

 会   長 浅野 泰弘 FAX:03-3263-9122 

 幹   事 加賀  聡 e-mail office@koujimachi-rc.jp 

 会報委員長 吉沢 京子 URL：www.koujimachi-rc.jp 

クラブだより  No.30  

『多数ご参加下さい』 

6月 18日（日） 13：30～ ＠学士会館 

  青少年交換学生の帰国報告会 

  エヴァリさんを送る会ですので、多くの皆様、 

ご出席下さい。   

登録料 12,000円（登録のみ 3,000円） 

   

6月 19日（月）18：00～ 

  最終例会（お昼間の通常例会はありません） 

  ＠プリンスギャラリー紀尾井町 

  「ALL DAY  DINING OASIS GARDEN」 

 

6月 27日（火） 嶋村ガバナー納めの会 ＠H・椿山荘 

16：00～表彰式  18：00～懇親会 

登録料 20,000円（表彰式のみの場合：3,000円） 


